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【目的】。演者らは、水稲苗へのシリカゲル施与がケイ酸

含有率を高め、見かけの光合成速度の低下程度を小さく

し、無施与苗より収量が向上したと報告した。これまで、

ロックウールマット(以下マット)は床土より軽量のため、
水稲苗育苗において労力軽減を目的として利用されてき

た。マットの主成分はケイ酸カルシウムで、水稲苗のケ

イ酸含有率への影響が考えられる。しかし、マットにお

けるケイ酸含有率向上効果については、廃材として本田

に散布した報告のみである。そこで、本報ではマット育

苗による水稲苗ケイ酸含有率への影響、マットからのケ

イ酸溶出量について検討した。 
【試験方法】<育苗試験>a床土；ｲ通常培土、ﾛマット（パ
ワーマット：新日化興産社製）、ｂ追肥；ﾊ窒素成分１g/
箱を 1.8葉期に１回、ﾆ窒素成分 1gを 1.5と 2葉期に２
回(合計 2g)の組合せ(対照ｲ－ﾊ)。ｃ覆土；すべて通常の
覆土用培土。ｄ基肥窒素総量；ｲでは床土のみに 2ｇ/箱、

ﾛではマッﾄ 1.8g含有分と覆土に 0.8gで合計 2.6 g。ｅ測
定項目：苗ケイ酸(重量法)および窒素(ケルダール法)含有
率、風乾重など。<培養試験>培養液；クエン酸溶液（ⅰ
pH2.6、ⅱ3.5、ⅲ4.5、ⅳ5.5）、培養方法；各クエン酸溶
液 40ｍｌにマット 1gを添加。30℃で 64日間北田らの
方法(1992年)に準拠して培養。②測定項目；採取後のク
エン酸溶液のｐＨおよびケイ素量(ＩＣＰ)。 
【結果】<育苗試験>①播種後 22 日目の苗ケイ酸含有率
はﾛ－ﾆ、ﾛ－ﾊ、ｲ－ﾆ、ｲ－ﾊの順に高かった。 
②ケイ酸吸収量は①と同様の傾向であった。<培養試験>
①ⅱでの積算ケイ酸溶出量は、育苗期間終了時に相当す

る積算温度での育苗試験のマットと通常培土の苗ケイ酸

吸収量の差とほぼ同様の傾向であった。②ⅲおよびⅳで

はマットからのケイ酸溶出量は、ⅱの 1割程度であった。
このことから、覆土のみ培土を使うマットでは、主に根

圏ｐHがケイ酸溶出に影響していると考えられた。 


